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平成４年「ユタカ警備保障」として川西市
に創業して以来20年間たくさんの地元の皆様
に支えられて、今日までおもに交通警備を軸
とした仕事をさせていただくことができまし
た。そして平成23年8月、私たちはさらなる
品質の向上とサービスの開発を通じて、一層
地域の皆様のお役にたちたいと、「株式会社
ユタカ」として新しく生まれ変わりました。
地域を知りつくした私たちだからこそできる
ハートフルなサービスを提供させていただい
ています。私たちの思いやユタカの事をより

多くの方に知っていただきたいと思い、
ニュースレターを発行することにしました。

今後とも、株式会社ユタカをよろしくお願
いいたします。

代表取締役社長 豊川富江
代表取締役専務 豊川恵子

『ゆたにゃん便り』発行寄せて

株式会社ユタカのマスコットキャラ
クター『ユタにゃん』です。
ユタカのみんなと一緒に、華麗な旗
さばきで、地域の安全を守っている
よ。
大好物は、川西産のイチジク。とに
かく、この町が大好きなんだ！

株式会社ユタカ

〒666-0025
川西市加茂1丁目1番11号

TEL：072-756-1228
兵庫県公安委員会 第63001331号

＝＝事業内容＝＝
交通誘導警備

イベント警備「雑踏」
駐車場警備

＝＝有資格者＝＝
指導教育責任者（交通）…３名
交通誘導警備１級…２名
交通誘導警備２級…５名
雑踏警備１級…２名
雑踏警備２級…２名

（２０１８年１月現在）

大阪北部地震・西日本豪雨災害の被害に遭われた皆様に
心よりお見舞い申し上げます。

23年前の阪神・淡路大震災を思い起こさせる大きな揺れ
は、あの時の恐怖を思い起こさせました。幸い当社の従業
員に大事はなく、お客様へのサービス提供を継続すること
が出来ました。2週間後には、西日本豪雨災害が発生し、各
地に甚大な被害を及ぼしています。豪雨により命を落とさ
れた方のご冥福をお祈りいたしますとともに、被災された
皆様に心よりお見舞い申し上げ、一日も早く日常を取り戻
すことが出来ますようお祈り申し上げます。

当社では、これまでに経験したことのない豪雨の中、猪
名川の警戒警備に当たりました。迫り来る危険な状況を、
付近の住民の皆様や車の運転手にしっかりとお伝えし、身
の安全を守っていただくために、不眠不休で声をかけ続け
ました。
厳しい状況下にありましたが、大きな混乱もなく、無事、
警戒警備を終了することが出来ました。一重に、皆様のご
理解とご協力の賜物でございます。心よりお礼申し上げま
す。

警備員は、常に危険と隣り合わせで仕事をしています。
私たちは、今ある危険をひとりでも多くの人にお伝えして、
地域の安全、住民の安全につなげるお声かけ、誘導を志し
ています。
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ご依頼主の企業様、そして行き交う全ての人々がお客様。
安全をお守りするためにお客様のあらゆる不安を取り除くことが私たちの使命。
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暑中お見舞い申し上げます
平素はひとかたならぬご厚情にあずかり、心から御礼申し上げます。
当社は、この夏も「すぐ」「明るく」「誠実」をモットーに、安全
第一で警備を行っています。
今後とも、一層ご愛顧のほどよろしくお願い申し上げます。

平成３０年盛夏

警
備
員
が
健
康
で
あ
っ
て
こ
そ
の
ユ
タ
カ

「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
！

地
域
の
方
も
参
加
し
て
大
盛
況
！

5

月
16

日
に
、
警
備
員
の
健
康
管
理
や
地
域
の

方
の
健
康
維
持
を
目
的
に
、
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
市
役
所
の
方
や
保
健
師
さ
ん
の
お
話
に
、

参
加
し
た
警
備
員
も
地
域
の
方
も
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
警
備
員
は
、
日
中
の
暑
い
時

間
帯
で
も
、
集
中
力
を
切
ら
す
こ
と
な
く
、
体
調
管

理
を
し
な
が
ら
警
備
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
熱
中
症
対
策
の
正
し
い
塩
分
や
水
分
の
取
り
方

な
ど
の
お
話
は
、
す
ぐ
に
実
行
に
移
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

周
辺
住
民
の
方
が
、
健
康
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

下
さ
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

「
最
近
、
調
子
は
ど
う
？
ま
た
、
事
務
所
に
も
立
ち

寄
っ
て
下
さ
い
ね
。
」
普
段
の
挨
拶
も
、
少
し
変

わ
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

「
ユ
タ
カ
は
、
地
域
に
支
え
ら
れ
て
き
た
会
社
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
一
員
と
し
て
、
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
（
専
務
）

確
か
な
技
術
と
息
の
合
っ
た

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
地
域
を
守
り
ま
す
！

警
備
を
行
う
現
場
は
、
現
場
ご
と
に
違
い
ま
す

し
、
毎
日
状
況
も
違
っ
て
い
ま
す
。
臨
機
応
変
に
対

応
し
、
そ
の
現
場
に
一
番
合
っ
た
警
備
を
行
う
た
め

に
は
、
決
ま
っ
た
事
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
や
最
善
の
警
備
を
考
え
る
力
が
必
要
で
す
。

弊
社
で
は
、
技
術
向
上
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
強
化

す
る
た
め
に
、
法
定
教
育
以
外
に
も
独
自
の
研
修
を

取
り
入
れ
、
現
場
の
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
へ
の
対
応
力

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま

た
、
救
命
救
急
の
知
識

や
技
術
習
得
に
も
取
り
組
み
、

多
く
て
の
警
備
員
が
、
救
命

救
急
講
習
を
受
講
し
て
い
ま

す
。
救
命
救
急
を
学
ぶ
こ
と

で
、
安
全
や
安
心
の
重
要
性

を
再
認
識
し
、
警
備
員
に
求

め
ら
れ
る
資
質
を
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
何
歳
に
な
っ
て
も
、
勉
強

す
る
こ
と
は
い
く
ら
で
も
あ

り
ま
す
ね
。
今
も
ま
だ
ま
だ

成
長
中
で
す
よ
。
自
信
を
持

っ
て
警
備
し
て
ま
す
。
」

（
警
備
員
歴
7

年
・
岩
田
さ

ん
）


